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１．基本的事項

(1)原稿体裁と分量

・原稿はPDF形式にてCD-ROMに収録される．用紙サイズはＡ４サイズとする．

・マージンは上辺19mm，下辺24mm，左右とも20mmとする．

・使用言語は日本語もしくは英語とする．

・ワープロ・タイプの原稿を原則とし，本文・表における文字の手書きは認めない（スケッチやスケッチ等の一部に手書き文字が含まれる図をスキャナ入力にて使用することは構わない）．

・カラーの図表や写真を用いることができる．ただしモノクロ印刷による出力を考慮して画質や配色を決めることが望ましい．

・原稿は図表を含め２頁もしくは４頁とする．

２．原稿構成と書き方

(1)タイトルページ

メイン写真を背景とし、タイトル，著者（ディスカッション参加者及び共著者）を上方横１段に収める．写真は横幅170mm（１段），縦100mm程度とする．フォント・レイアウトは自由とする．
(2)本文

書式は自由とします．ただし，以下の内容について触れることとします．
（ａ）デザインの要旨
１．設計条件（与条件，要求品質など）
２．デザインのねらい，配慮した点（周辺環境との関わり，構造の工夫など）
３．具現化に際し工夫した点（関係機関の調整，設計条件の見直し，技術的解決策、ディテール，施工方法，コストダウンなど）
　（ｂ）基本図（配置図，平面図，立面図，断面図等（縮尺適宜））

　（ｃ）写真（クレジットを明記する必要のある写真には注釈を適宜追記してください．）
配置，フォント，脚注，見出しの入れ方など，参照が必要な場合には，別途定めている論文執筆要領を参照してください．
(3)アブストラクト・連名者・所属

アブストラクトの文量は３００字までとする．連名者がいる場合は氏名を明記する．著者及び連名者の所属機関名，土木学会会員区分を明記する．レイアウトは自由とする．

以上
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※メイン写真を背景としてください。


※タイトル、氏名の位置は自由です。









